
60� 証券アナリストジャーナル　2024.  4

経済・産業・実務シリーズ

１．はじめに

　公認会計士・監査審査会（以下、審査会）は、

2004年４月、公認会計士法に基づき、公認会計

士審査会を改組・拡充して、金融庁に設置された。

当時、米国では、エンロン事件などの会計不正事

件に対応して、企業改革法、いわゆるSOX法が制

定された。SOX法に基づき、PCAOB（注１）の設置、

内部統制報告制度の導入などの制度改革が実施さ

れたところであった。

　そこで、金融審議会・公認会計士制度部会にお

いて、米国での対応などを踏まえ、制度のあり方

について検討が行われた。検討の中で、日本公認

会計士協会（以下、協会）による品質管理レビュ

ーは、自主規制の具体化として尊重されるべきで

あるが、身内によるレビューでは監査の公平性と

信頼性の確保には限界があると指摘された。これ

を受け、行政において監視・監督の立場から、自

主規制の限界を補完する機関として、審査会は設

置された。

　審査会は、会長及び委員９名以内で構成される

合議制の機関である。会長及び委員は、衆参両議

院の同意を得て内閣総理大臣により任命され、独

立してその職権を行使する。審査会の使命は、公
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　本稿では、公認会計士監査の意義について概説した上で、監査の信頼性確保のための制度として、個別監査業
務の品質管理、監査事務所の品質管理、品質管理レビュー及び公認会計士・監査審査会によるモニタリングにつ
いて説明した。特に、モニタリングに関しては、その役割を指摘し、報告徴収及び検査の概要を紹介した。続け
て、サステナビリティ情報の開示と保証の動向について述べ、情報開示の信頼性確保のための課題を指摘した。
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